
 

 

 

香川大学幸町キャンパス事業継続計画 

 

 

 

 

平成２７年１０月策定 

（令和 4 年１２月改訂） 
 

 

 

-------------------------------------------------- 

目 次 

1． 基本コンセプトと目標 ....................................................................................................................................... 1 

2． 被害想定と対応業務の洗い出し .................................................................................................................... 2 

3． 重要業務の選定・目標時間の把握 ............................................................................................................... 5 

4． 災害時の対応体制 ................................................................................................................................................. 9 

5． 対応拠点・代替連絡拠点の確保 ................................................................................................................ 10 

6． 災害情報の発信・情報共有 ......................................................................................................................... 12 

7． 人員、資機材、サービスの確保 ................................................................................................................ 14 

8． 情報・通信システムの確保 ......................................................................................................................... 15 

9． 重要情報の管理 .................................................................................................................................................. 17 

10． 地域との協調・地域貢献 ........................................................................................................................... 18 

11． 訓練の実施 ........................................................................................................................................................ 19 

12． 今後の対応 ........................................................................................................................................................ 20 

 



 

 

1．  基本コンセプトと目標 

 

 

災害時に大学の教育研究業務を継続又は早期に復旧するための準備と災害発生時

の対応を事前に想定・計画したものが事業継続計画（ＢＣＰ）であり、そのうち幸町

キャンパスに係るものが本ＢＣＰである。 

本ＢＣＰのコンセプト及び目標は、以下の５項目とする。 

 

 ＜目標１＞ 学生、役員及び教職員の身の安全を確保する 

  ・避難計画や災害時の人的被害への対応 

 

 ＜目標２＞ 本部及び各部局機能を維持する 

  ・危機対策本部を含む本部機能及び幸町キャンパス所在の各部局機能の維持 

 

 ＜目標３＞ 学生の卒業・就職、受入れを予定どおり行う 

  ・授業の実施、単位の認定、推薦書・各種証明書の発行、進学・就職活動の支援 

  ・入学試験の実施、入学の準備・実施 

 

 ＜目標４＞ 教育研究水準を確保する 

  ・良好な教育研究環境の提供、大学生活等への諸支援 

 

 ＜目標５＞ 教職員の雇用を確保する 

  ・教職員の流出の防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2．  被害想定と対応業務の洗い出し 

 

 

（1）想定災害の考え方 

（２）被害想定と対応業務の洗い出し 

 

 

（1） 想定災害の考え方 

 

 対象リスク 

南海トラフ地震（最悪の場合として、最大クラスを想定）とする。 

 

 被害想定 

中央防災会議の震度、津波高さ、液状化危険度等の想定をもとに被害を想定する。 

 

 想定シナリオ 

震度：南海トラフ地震発生により 6 強（5 分間） 

建物：倒壊しないが、天井などの落下物被害 

設備：重要機器、実験機器、PC などが被害 

津波：幸町北キャンパスは浸水、 

幸町南キャンパスは浸水無し 

ため池決壊：あったとしても影響ない 

ただし、通学中は津波やため池決壊も想定 

 

 出典：高松市ハザードマップ 



 

 

（２）被害想定と対応業務の洗い出し 

 地震発生後の被害状況、対応すべき事項をワークショップ形式で時系列シナリオを抽出す

る。 

 

 

 

 

 

【ワーキング結果（対応業務は重要業務の項に掲載）】 

 

 地震発生直後、自分は？建物や施設等は？家族は？地域は？ 

（自分及び自分の周り） 

・大きな揺れに動揺する。 

・机の下に隠れる。 

・天井や壁が崩れ、窓ガラスが壊れる 

・落下物などで怪我をする 

・机の上、床に書類や本が散乱する。 

・棚、ロッカー、機器類、その他物品が転倒・落下し、ケガをする。 

・実験、実習中の場合は、多数のケガ人が出る。 

・火災が発生し、多数のケガ人が出る。 

・部屋やエレベーター等に閉じ込められている人がいる。 

・サークルＢＯＸが壊れ学生が閉じ込められる。 

・学生が動揺している。 

 

（設備や建物等の被害） 

・建物が大きく揺れ、音を立てている。 

・停電で照明が消える。 

・水道が断水になる。 

・ガスが止まる。 

・電話が不通になる。 

・メールやインターネットが不通になる。 

・エレベーターが止まる。 

・トイレが使用できなくなる。 

・天井や壁が崩れ、建物に被害が出ている。 

・ライフラインの停止。 

・機器類や物品が転倒・落下し、破損する。 

・工事用重機・資材が散らばっている。 

・火災報知機や防火扉の非常音が鳴り響く。 

【ポイント】 

まずは、平日昼間の学生が一番多い時間を想定する。次の段階として夜間（休日）発生

を想定する。 



 

 

・廊下などの通路に亀裂。 

 

（家族やその周囲の様子） 

・電話などで連絡が取れず家族の状況が不明である。 

・子供は学校などの指示により避難している。 

・職場で拘束されている。 

・室内の物が倒れ、怪我をしている。 

・食糧・水・ガソリンなど物の買い占めでスーパー・コンビニは人だかりになる 

・事故や信号機の不通などで交通渋滞している。 

・道の亀裂・水道管の破裂。 

・消防車・救急車が出動している。 

・怪我人が多数いる。 

・湾岸地域や北キャンパスが浸水している。 

・山・橋・ため池などの倒壊・崩壊による道路封鎖。 

・浸水・津波の恐れのある北キャンパスから南キャンパスへ人が移動する。 

・地域の人が学内に避難してくる。 

 

 最初に行うこと・行わなければならないこと 

・災害対策本部の立ち上げ。 

・周囲の安全、被害の確認、避難経路確認。 

・学生の避難誘導。（指導員？） 

・館内の人を安全に避難誘導。 

・怪我人の救助、応急手当。（医薬品を探す） 

・情報の収集。（ラジオ？） 

・警察、消防署の機能の確認 

・津波の危険があれば２階以上に避難。 

・学生・教職員の安否確認。 

（授業中・サークル中・自習中・図書館内・社会人学生は？） 

・被害状況はどの程度か調べる。（人的被害、物的被害、各キャンパス） 

・火災は発生していないか。（初期消火） 

・危険物（薬物、毒劇物、放射性物質、ガス等）の流出はないか。 

・電源、ガス、水道を止める 

・生活必需品の確保（非常食や毛布などの非常用物品はあるか？） 

・AED や消火器、拡声器などはあるか。 

・緊急連絡先の準備や危機管理基本ガイドラインに基づき行動する 

・ＨＰ等への情報発信 

・ライフラインの確保      

                                  等 



 

 

3．  重要業務の選定・目標時間の把握 

 

 

（1）重要業務の選定 

（2）対応業務の重要度の影響評価と目標時間の設定 

 

 

（1） 重要業務の選定 

●各大学で共通の重要業務 

① ケガ人、閉じこめられた人の救出活動 

② 学生、役員、教職員、来客者の安否確認、不明者の把握 

③ 火災の発生や危険物の漏洩等の二次災害の防止 

④ 大学執行部の中枢機能の確保 

⑤ 研究資産のデータ喪失防止及び復旧 

⑥ 学内の情報システムの維持又は早期復旧 

⑦ 特定施設の優先復旧 

⑧ 自宅に住めなくなった学生等への支援 

⑨ 教育・研究環境の早期復旧 

⑩ 教職員の雇用の確保 

●季節性のある重要業務 

① 入学試験の実施 

② 卒業試験・定期試験・単位認定 

③ その他の主催イベント 

●立地により差が出る重要業務 

① 学生、役員、教職員のうち、帰宅困難者への支援 

② 地域の避難所等としてのスペースの一時提供 

●大学の方針に依存する重要業務 

① 敷地・建物の応急・復旧活動への積極的提供 

② 学生によるボランティア活動 

③ 被害判定その他の技術的な復旧支援 

 

 

 

 

 

 



 

 

（2） 対応業務の重要度の影響評価と目標時間の設定 

対応業務に対して重要度（１・２・３・４・５）を設定し、重要業務の選定表を作成して目

標時間を検討する。 

 

【評価の観点】 

 研究活動への影響 

 大学収入への影響 

 大学ブランドへの影響 

 地域教育への影響 

 社会的責任・信用への影響 

 

表 3-1 重要業務の評価結果 

 



 

 

表 3-2 重要業務と許容時間の関係（委員からの意見） 

 



 

 

表 3-3 重要業務と目標時間バーチャート（重要度評価結果順 高⇒低） 

 



 

 

4．  災害時の対応体制 

 

 

（1）学生、役員、教職員及び家族の安否確認方法 

（2）災害時の対応体制 

（3）災害対策本部長の代理者及び代理順位 

 

 

（1） 学生、役員、教職員及び家族の安否確認方法 

実施者 担当者・代理者 

対象者 学生、役員、教職員及びその家族 

実施方法 ･電話連絡、メール､SNS 等の活用 

･安否確認(氏名･避難している住所)､リスト作成 

･安否不明の人への対応(継続的に連絡､応援を呼ぶ、警察・消防へ

の連絡等) 

･留学生への対応(外務省へ確認､報告) 

 

（2） 災害時の対応体制 

災害時の役割 学長が招集→危機対策本部を設置 

災害時の対応体制 香川大学危機管理基本ガイドライン及び地震・風水害（台風）・不

審者・火災の対応マニュアルに準じて対応 

災害時のリーダー 学長が本部長 

発災直後の対応体制 ･危機対策本部メンバー確認、副本部長の指名、本部員の追加､危

機対策本部の設置(場所の検討) 

･役割分担(情報収集､救護､連絡､キャンパス内被害確認等) 

･キャンパス間（生協含む）の連絡 

･文部科学省､香川県、高松市、マスコミ等へ対応窓口を公表 

･被害情報から帰宅や出勤を判断 

･勝手に行動せず集団で行動し､情報を把握 

 

（3） 災害対策本部長の代理者及び代理順位 

代理者及び代理順位 1 位 理事（教育担当） 

２位 理事（研究・産官学連携・教員評価担当） 

３位 理事（総務・労務担当） 

 

 

 



 

 

5．  対応拠点・代替連絡拠点の確保 

 

 

（1）対応拠点の確保 

（2）代替連絡拠点の確保 

（3）対応の発動基準 

 

 

（1） 対応拠点の確保（代替本部にも同様の設備が必要） 

対策本部の設置場所 大学本部３F 学長応接室 

連絡先 住所：〒７６０－８５２１ 香川県高松市幸町１－１ 

電話：内線１０２０ 

総務課０８７－８３２－１０００、１０１７ 

メール：soum-h@kagawa-u.ac.jp 

         

揃える設備 ･ＰＣ、プリンター、備蓄材、救命器具、非常用電源等、ホワイト 

 ボード、ＭＣＡ無線 

･学長応接室に災害電話の設置 

･ライト・懐中電灯、乾電池等の確認､照明の確保 

･ラジオ､携帯コンロ､燃料､非常食､飲料､毛布､寝袋､ 

銀色マット､浄水装置､カイロ､暖房具等の防災グッズの準備 

･幸町キャンパスの図面 

業務内容 ･情報を収集・整理し､共有化、対策のフローチャート化（確認） 

･災害復旧への体制計画立案､短期､中期的な対応についての戦略 

･大学の被害状況､安否情報を収集､文部科学省、マスコミ等へ発信 

･被災者の受入れアナウンス､行政側との情報連携(情報発信 

の一元化)行政機関への支援 

･帰宅者と宿泊者の確認(宿泊者､一時帰宅者のリストアップ､ 

大学に残る人数を把握) 

･宿泊者(学生､教職員､避難の地域住民)の宿泊場所の確保､受入

れ､ 

対応内容検討 

･避難者(帰宅不能者)の受入れ､宿泊所の設置(市･生協との連携) 

･対応期間を推測し食料､水､燃料等､必需物資確保｡不足機材手配 

 

 

 



 

 

 

（2） 代替連絡拠点の確保 

代替連絡拠点の場所 OLIVE SQUARE 2F 多目的ホール 

連絡先 総務課０８７－８３２－１０００、１０１７  

業務内容 安否確認、情報収集拠点 

 

（3） 対応の発動基準 

発動基準 高松市内において震度５弱以上の地震発生で危機対策本部を設置 

（それ以下であっても、被害の状況により学長が判断し設置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

6．  災害情報の発信・情報共有 

 

 

（1）学生（保護者）関係 

（2）役員、教職員（家族）関係 

（3）文部科学省関係 

（4）連携大学関係 

（5）報道関係 

（6）その他 

 

 

（1） 学生（保護者）関係 

安否確認 安否確認システムの利用、固定電話、携帯電話、携帯メール、衛

星携帯電話、伝言ダイヤル、SNS 等により実施 

安否情報の確認・発信・ 

共有 

本人、保護者、友人、指導教員、家族、マスコミ、留学生（これ

については大使館）、学内掲示、照会専用電話の公表等 

講義再開に向けた説明 連絡が取れない場合は、マスコミを通して説明会の開催を広報 

 

（2） 役員、教職員（家族）関係 

安否確認 安否確認システムの利用、固定電話、携帯電話、携帯メール、行

政電話、衛星携帯電話、伝言ダイヤル、SNS 等により実施 

情報の確認・発信・ 

共有 

本人、家族、実家、同僚、学内掲示、外国人教職員（これについ

ては大使館）、照会専用電話の公表等 

 

（3） 文部科学省関係 

被災状況報告 学生・役員・教職員、施設・設備、実験機器、危険物、その他重

要な財産等 

応援依頼事項 学生・役員・教職員、施設・設備、実験機器、危険物、その他重

要な財産等 

 

（4） 連携大学関係 

応援依頼事項 学生・役員・教職員、施設・設備、実験機器、危険物、その他重

要な財産等 

  



 

 

（5） 報道関係 

取材協力 学生・役員・教職員の被災状況、大学の被災状況、大学の教育・

研究・社会貢献活動、入試関係事項、学生の課外活動状況、避難

住民への対応状況、教員の専門的立場からのコメント等 

情報発信・収集協力 学生の安否確認、安否情報提供、受験生への入試情報提供等 

 

（6） その他 

県・市・警察・消防署と

の連絡 

避難住民の情報収集及び報告・連絡、広報活動等 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

7．  人員、資機材、サービスの確保 

 

 

（1）学内で保有している資源「人員、資機材、サービス」の認識 

（2）連携大学、関係機関との緊急時の連絡先、連絡手段の相互認識 

 

 

（1） 学内で保有している資源「人員、資機材、サービス」の認識 

確認年月日 平成２５年 1２月 

人員 医師、看護師、保健師、防災士（機能別消防団を含む）、各種危険物取扱資

格取得者等 

資機材 医学部附属病院、保健管理センターに薬品、その他医療品等を相当量備蓄 

大学本部２F 災害用備蓄倉庫に非常用物品（ライト、非常食、毛布、乾電池

等（巻末資料参照））をある程度（数十人分の 3 日分程度）備蓄 

サービス 医学部附属病院、保健管理センターで医療を提供 

体育館を避難所として提供 

運動場や広いスペースを一時的な避難所として提供 

機能別消防団による避難者に対する応急手当、情報連絡、物資管理のサポー

ト 

 

 

（2） 連携大学、関係機関との緊急時の連絡先、連絡手段の相互認識 

 

 発災直後に連絡をとる重要な関係先 

· 組織名称   文部科学省高等教育局国立大学法人支援課 

· 担当者所属  支援第四係 

· 連絡手段   固定電話 

· 連絡先    ０３－６７３４－３７５４、３３４４ 

· 連絡する趣旨 大学に関する人的・物的被害状況の報告 

 

 大学の連絡窓口 

· 担当者氏名  企画総務部総務課長  

· 代理者氏名  企画総務部総務課長補佐 

 

 その他の重要な連絡先 

· 巻末資料参照 



 

 

8．  情報・通信システムの確保 

 

 

（1）学内の情報・通信システムの現状 

（２）災害時にも有効な情報通信システム 

 

 

（1） 学内の情報・通信システムの現状 

 

· 情報サーバ・ネットワークスイッチが幸町キャンパスに集中配置されている。 

· 通常はＳＩＮＥＴをインターネットバックボーンとするネットワーク環境で情報発信

や情報取得を行っており、ＳＩＮＥＴ接続は幸町キャンパスを経由し、上の専用回線

で他キャンパスもネットワーク環境を共有できている。 

· 被災時に、幸町キャンパスが途絶した場合でも創造工学部・医学部・農学部の間でネ

ットワーク接続でき、医学部に設置されたＳＴＮｅｔインターネット接続回線を活用

し、医学部・農学部・創造工学部は代替インターネット接続サービスを利用可能であ

る。 

· 被災等の事由で上の専用回線によりキャンパス間の情報通信が途絶した場合でも、各

キャンパスにはベストエフォート型（専用回線のように通信速度保証は望めない）通

信サービスにより、暫定的なインターネット接続サービスが利用可能となっている（こ

れは、被災時以外でも、研究会などで学外者の研究者などの来学時に外部接続支援を

可能にするなどの付加的サービスも担っている）。 

· ａｕとＷｉＦｉのスポット契約をしており、第一体育館・第二体育館・南５号館学生

スペース・課外活動共有施設に無線アクセスポイントが設置されている 

· 幸町のストレージにバックアップされたデータは夜間バッチにより医学部に設置され

たストレージに同期を取ってコピーされるよう整備されている 

· 大学内のシステム・手段については総合情報センターが把握している 

 

（課題） 

· 学生・役員・教職員の安否確認について、ＩＣＴ推進協議会による安否システムの

共同開発及び導入の検討 

 

 

 

（2） 災害時にも有効な情報通信システム 

 

・ 被災時に、幸町キャンパスが途絶した場合、医学部に設置されたＳＴＮｅｔインター



 

 

ネット接続回線を活用し、医学部・農学部・創造工学部は代替インターネット接続サ

ービスを利用可能である。 

· またキャンパス間ネットワークが失われた場合でも、各キャンパスにはベストエフォ

ート型通信サービスにより、インターネットへの暫定的な接続（限定的ながら情報発

信や情報取得）も可能となっている。 

· 衛星携帯電話、伝言ダイヤル、携帯メールが使用可能である。これに加えて、学生メ

ールは既にパブリッククラウドサービスに移行しており、本学の一部が被災して情報

通信機能に影響が発生しても、その影響をほとんど受けない仕組みとなっている。 

· ａｕの無線アクセスポイントは、災害時には無償提供される契約となっている 

  

（課題） 

· インターネットへの複数窓口を有するマルチホーム化の検討 

· 災害時にも必ず繋がる情報・通信手段を得るには海抜５メートル以上にある自家

発電設備を整備した免震棟が必要 

· 無線 LAN の敷設、無線 LAN と有線 LAN を効果的に組み合わせた高速性と耐災

害性の確保が必要 

· ＭＣＡ無線（デジタル業務用移動通信）の導入の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

9．  重要情報の管理 

 

 

（1）重要情報の種類 

（2）平常時の情報管理と災害時の情報の活用をどう位置づけるか？ 

 

 

（1） 重要情報の種類 

 

・  法人、大学に関する情報 

・  学生、役員、教職員に関する情報（個人情報も含む） 

・  教育に関する情報（教育内容、入試に関する情報等も含む） 

・  研究に関する情報（研究内容、成果、知的財産に関する情報等も含む） 

・  事務情報 

・  その他重要な情報 

・  平成 23 年 4 月から公文書管理法が施行され、国立大学法人の管理運営方法の再整 

 理が進められている（情報の管理方法、期限の設定など）。 

 

 

（2） 平常時の情報管理と災害時の情報の活用をどう位置づけるか？ 

 

· 災害時の安否確認に必要な個人情報の取扱い 

· 有事の際に特に保護・管理すべき情報（電子データ、紙媒体） 

· 重要情報のバックアップ方法（例えば、中四国大学間連携でお互いのデータサーバー

へデータバックアップをとれば費用が膨大とならない。） 

  



 

 

10．  地域との協調・地域貢献 

 

 

（1）学生、役員、教職員の帰宅困難者への支援 

（2）避難所機能の確保 

（3）応急・復旧活動への敷地・建物等の積極的提供 

（4）学生による地域ボランティア活動の斡旋 

（5）被害判定その他の技術的な復旧支援 

 

 

地域における重要な防災拠点機能を発揮するために、平常時から地域との交流をもつこと

が必要である。 

 

（1） 学生、役員、教職員の帰宅困難者への支援 

不要不急の移動を回避し、地域の緊急業務を妨げない 

 

（2） 避難所機能の確保 

学生、役員、教職員、来訪者及び周辺地域住民 

 

（3） 応急・復旧活動への敷地・建物等の積極的提供 

物資・資機材の一時仮置き場、災害復旧従事者の集合拠点 

 

（4） 学生による地域ボランティア活動の斡旋 

二次災害の心配が回避されてから実施 

 

（5） 被害判定その他の技術的な復旧支援 

教員・学生の専門分野を活かした技術支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

11．  訓練の実施 

 

 

（1）訓練の実施 

（2）課題の抽出と改善 

 

 

（1） 訓練の実施 

 実施時期 

年１回、１１～１２月頃に実施 

 

 訓練内容 

大規模地震が発生し、それに伴う火災が発生したとの想定により以下の訓練を実施 

避難訓練 

安否確認訓練 

救護訓練 

情報収集・伝達訓練 

放水訓練 

初期消火訓練 

AED を用いた応急救護訓練 

 

 参加予定者 

約５００名（うち学生約２００名） 

可能な限り、大学業務に係わる者全てを対象としている 

 

（2） 課題の抽出と改善 

訓練後にアンケートを実施し、その結果から反省点、課題等を抽出し、改善につなげてい

る。 

 



 

 

12．  今後の対応・検討事項 

 

 

・ 防災訓練の定期的な実施 

 

・ 危機管理基本ガイドラインや事業継続計画等の周知徹底 

 

・ 災害時用情報通信システムの検討 

 

・ 学生・役員・教職員の安否確認システムの検討 

 

・ 重要情報の非常時の管理方法の検討 

 

・ 地域との連携・協力方法の確認 

 

・ 非常用物品の備蓄量の拡大 

 

・ 学生、教職員向けの防災カードの作成 

 

・ 機能別消防団（H26.7 結成済）の訓練の実施 

 

・ 学生全体を対象とした防災授業（共通教育１年次後期に実施） 

 

・ 教職員全員を対象とした SD 講習会の実施 １時間以内 
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（１）幸町キャンパスにおける備蓄品及び備蓄食糧品の整備状況一覧 

 

◆備蓄品

品　　名 数　　量 備　　考

カセットボンベ式発電機（三菱重工・MGC900GB） 3 台

カセットボンベ（イワタニ） 63 本

災害用大型テント（3,000×6,000） 1 台

ワンタッチテント（3,000×6,000） 2 台

三方幕（ワンタッチテント用） 2 枚

専用台車（へんしん台車） 3 台

アルミ簡易ベット 2 台

軽中量ボルトレスラック単体（イトーキ・ERL-17565-1） 3 台

キャビネット（備蓄品整理用・イトーキ・ERL-17565-1　他） 9 台

キャビネット（備蓄品整理用・イトーキ・ERL-17565-1　他） 8 本

トランシーバー（KENWOOD・UBZ-LM20） 8 個

折りたたみ式担架（タニザワ・ST-616-2） 2 台

セイフティーメガホン（ノボル・TS-083） 3 個

ブルーシート（トラスコ中山・3.6m×3.6m　#3000） 15 枚

バール（バクマ・900m/m） 2 個

両口ハンマー（4.5ｋｇ） 2 個

トラロープ（12mm/100ｍ） 3 巻

LEDヘッドライト（ハセシン・HS-3） 5 個

LEDヘッドライト（ハセシン・HS-2） 5 個

折りたたみ自転車（EXE・20インチ） 1 台

２連はしご（アルインコ・CX40DE・3.9ｍ仕様） 2 台

簡易更衣室用テント（トイレ兼）1,200×1,200 2 台

簡易トイレ（段ボール仕様） 2 台

インスタントトイレ処理セット（50パック入り・計200回分） 1 箱

ショベル（木柄・丸・角） 2 本

ショベル（パイプ柄・丸・角） 2 本

バケツ（13L） 2 個

やかん（5L） 2 本

防水コードリール（ハタヤ・1.25mm線×30m） 5 個

ハロゲン投光器（CASTER・CHT-500T） 3 台

ヘルメット（SC-1） 10 個

カセットコンロ（トウホウ・K-31 2700Kal） 5 個

毛布（防災用毛布） 200 枚

手回し式充電ラジオ 10 個

軍手（HA-15・L12双組） 35 セット

防塵マスク（トーヨー・50枚入り） 2 箱

土嚢袋（50枚入り） 2 セット

長靴 10 個

エンジンカッター（三笠産業・MCH-300B本体） 1 台

ブレード（三笠産業・12MD-D） 4 枚

工業用内視鏡（STS･IES-55） 1 台

ケーブル（STS・CC55-3） 1 本

フラッシュ誘導灯 3 本

乾電池（単１）（パナソニック・LR20XJ/6SW） 3 個

乾電池（単２）（パナソニック・LR14XJ/6SW） 5 個

乾電池（単３）（パナソニック・LR6XJ/20SH） 2 個

乾電池（単４）（パナソニック・LR03XJ/20SH） 2 個

避難用リュック（アイリスオーヤマ） 5個

緊急避難セット（アーテック） 5個

非常持出２３品セット 3個

非常用持出リュック（アイリスオーヤマ） 3個

非常用持出袋（アイリスオーヤマ） 3個

保温アルミ寝袋型（アイリスオーヤマ） 10個

一輪車（３才深型） 2 台

蓄電池（センチュリー　BG-600） 3 台

ウォータータンク（アイリスオーヤマ(株)　20L） 15個

ノーパンク自転車（ACTIVE911　FDB20 6KL MG-GT206N） 2個

非常用持出リュック（地震対策30点避難セット） 10個

備蓄衛生セット（4人分　アイリスオーヤマ D-MO-E4） 20個

備蓄作業セット（3人分　アイリスオーヤマ D-MO-S3） 20個

簡易トイレGood袋&Good消臭液（200回分） 20個

レスキューツールキット（RS-120） 5個

発電機（エネポ　HONDA　EU9iGB） 4個

不織布毛布（W1,400×D2,000mm） 10個

災害多人数用救急箱（50人用） 2個

安全靴（WS33HiFR（23.5～28cm）） 10個

立ち入り禁止テープ（60mm×50m巻き） 15個

小　　計 －

◆備蓄食糧

品　　名 数　　量 備　　考

非常用ご飯（アルファ米12種入り） 180食

カンパン（北陸製菓(株)110g） 360 個

保存食（カロリーメイトロングライフ・賞味期限3年　60箱） 10 箱

保存水（2L×6本） 20 個

小　　計 －

◆保管場所

大学本部２階　災害用備蓄倉庫
　　※常時施錠しているため、鍵が必要。

　　※鍵は総務グループが管理しているが、非常時には施設企画グループのマスターキーで開けてもらうことも可能。

H28.12.1現在
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（３）幸町キャンパスにおける耐震化状況 



 

 

（４）BCP に関する学生及び教職員の動態調査結果 

 



 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


